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ホンダ Honda e（ZC7) 

構造調査 
 

1．はじめに 

2020 年 10 月に、本田技研工業株式会社から発売された Honda e(ZC7)について損傷性と修理性の観点

からフロント構造とリヤ構造を紹介します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．フロント構造 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）フロントバンパ 

フロントバンパは、フロントバンパフェイス Assy、フロントグリル Assy、フロントバンパロアーフ

ェイスで構成されています。障害物を感知するパーキングセンサ Assy は、フロントバンパフェイス

Assy に取付けられマルチビューカメラシステムの装備の有無でセンサの取付数が異なります。マルチ

ビューカメラシステム装備車はフロントグリルAssy にフロントマルチビューカメラAssy が取付けら

れているため、フロントグリル Assy の脱着やフロントマルチビューカメラ Assy の脱着および取替を

おこなった場合はエーミング作業が必要となります。 

新型車構造情報 

パーキングセンサ Assy 位置 

〇：全車標準装備 □：マルチビューカメラシステム装備車 

フロントバンパロアーフェイス Assy 

フロントバンパフェイス Assy 

フロントグリル Assy フロントマルチビューカメラ Assy 
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（３）フロントバンパビームＣＯＭＰ 

フロントバンパビーム COMP は鋼板製でビーム部、セーフティプレート部、クラッシュボックス部が

各々溶接で締結され、ビーム部中央裏面には板厚 2.0 ㎜のプレートが取付けられ、強固な構造になっ

ています。そのため、12 時方向から低速で衝突入力を受けてもラジエタ COMP と接触する損傷は発

生しにくいと考えられます。 

バンパビームセンササブコード 

〇：ポップアップフードシステムセンサ Assy フロントバンパビームＣＯＭＰ(セーフティプレート部) 

（２）ポップアップフードシステム 

ポップアップフードシステムは全車に標準装備されています。構成部品の一つであるポップアップフ

ードシステムセンサ Assy は、フロントバンパビーム COMP のセーフティプレート部の変形によって

発生する加速度を検知しています。バンパビームセンササブコードはフロントバンパビーム COMP と

セーフティプレート部の間を通っているため(  部)、低速の衝突入力でも損傷を受ける可能性があり

ます。また、軽損傷でセーフティプレート部の損傷判断がつきにくい場合は、Honda ダイアグノステ

ィックシステム(HDS)に接続してセーフティプレート部の点検を行うことができます。詳しくはカー

メーカ発行のサービスマニュアルを確認して下さい。 

RH 

Fr 

クラッシュボックス部 

ビーム部 

セーフティプレート部 

Fr 

RH 

裏面 

プレート(板厚 2.0㎜) 

〇：12 時方向から低速で衝突入力を受けた時の 
フロントバンパビームＣＯＭＰの状態 

フロントバンパビームＣＯＭＰ 
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（４）レーダサブＡｓｓｙ 

安全運転システム Honda SENSING は、レーダサブ Assy、カメラ、前後のソナーを用いています。レ

ーダサブ Assy は、ブラケットセットを介してフロントバルクヘッドセットに取付けられています。 

（５）フロントエンドワイヤハーネス 

フロントバルクヘッドセットにレーダサブ Assy、ホーン Assy、ボンネットロック Assy 用のフロント

エンドワイヤハーネスが取付けられています。フロントエンドワイヤハーネスの補給は、ハーネスバ

ンドクリップの付いたワイヤハーネスの他、ハーネスバンドクリップ単品での補給も設定されており、

ハーネスの軽度な損傷にも対応しています。 

フロントエンドワイヤハーネス 

ブラケットセット 
レーダサブＡｓｓｙ 

フロントエンドワイヤハーネス 

ハーネスバンドクリップの補給部品設定がある 
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（７）フロントフェンダパネルＣＯＭＰ 

フロントフェンダパネル COMP にヘッドライト Assy が隣接している車種は多くありますが、Honda 

e(ZC7)のヘッドライト Assy はフロントフェンダパネル COMP に隣接していません。ヘッドライト

Assy 上部もフロントフェンダパネルに取付けられていないため、ヘッドライト Assy から波及損傷を

受けにくい構造となっています。 

 フロントフェンダパネルＣＯＭＰ  フロントフェンダパネルＣＯＭＰ 

〇：ヘッドライトＡｓｓｙ上部取付箇所 

ヘッドライトＡｓｓｙ上部は、フロントバルクヘッドサイドステーセットに
取付けられている 

 フロントバルクヘッド 
サイドステーセット 

（６）ヘッドライトＡｓｓｙ 

ヘッドライト Assy 前端部はフロントバンパビーム COMP 前端部より前方に配置されています。衝突

でフロントバンパフェイス Assy およびフロントグリル Assy が後退すると、フロントバンパビーム

COMP で衝突エネルギを吸収する前にヘッドライト Assy が後退して、取付部が損傷する可能性があ

ります。 

視矢 
 

 ヘッドライトＡｓｓｙ前端部 

 フロントバンパビーム 
ＣＯＭＰ端部 

Fr 

RH 



6  自研センターニュース 2022 年 6 月号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（８）フロント骨格 

フロントバルクヘッドセットは鋼板製で、ボデーにボルトで取付けられているため取替える際の作業性

が良く、構成する各々の単品補給設定もあり修理性も良好です。 

フロントバンパビーム COMP からの衝突エネルギは、フロントサイドフレームセットの他にフロント

ダンパエクステンションセットで受ける構造となっています。 

21 年 3 月号でご紹介したフィット(GR3)よりも、フロントサイドバックプレート、フロントサイドフ

レームセットとも板厚は厚くありませんが、引張り強さ(980MPa)の鋼板が採用されています。フロン

トサイドフレームセットの水平方向に沿ってビードが付いているため、前部部分が潰れずにダッシュ

ボード周辺に損傷が発生する可能性があります。 

〇：ボデーへの締結箇所 

フロントバルクヘッドセット 

Up 

RH 

Up 

Fr 

フロントバンパビームＣＯＭＰ取外し状態 

フロントバンパビームＣＯＭＰ 

フロントサイドフレームセット 

フロントダンパエクステンションセット 

Ｆｒ 

RH 

Up 

Ｆｒ 

Up 

Fr 

フロントルーム側から ダンパハウジング側から 

フロントサイドバックプレート 

フロントサイドフレームセット 

板厚：1.0 ㎜ 

板厚：1.2 ㎜ 

板厚：1.4 ㎜ 

板厚：1.4 ㎜ 

水平方向に 
ビードがある 

フロントバルクヘッド 

アッパフレームセット 

フロントバルクヘッドサイドステーセット 

フロントバルクヘッド 

ロアークロスメンバセット 

フロントバルクヘッド 

サイドステーセット 

フロントバルクヘッドセット 
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 ④  

 ⑥  

（９）フロントルーム 

フロントルームレイアウトは右側ヘッドライト Assy 後部にタンデムモータシリンダセット、左側ヘッ

ドライト Assy 後部にバッテリがあります。フロントルームの奥行きも浅く各部品間の距離も近くなっ

ています。 

下記の①～⑥の拡大写真にフロントルーム内の部品間の距離を示しました。損傷診断時の参考として活用

ください。 

 ②  

  ①  

 

 

 

  

 ③  

 ②   ⑤  

 ①   ④  

 ③   ⑥  

 ⑤  

 タンデムモータシリンダセット  バッテリ 
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（１０）充電インレット 

充電インレットはボンネット COMP 中央にレイアウトされ、チャージインレットリッド Assy、チャ

ージインレットカバーAssy、チャージインレットケーブル COMP で構成されています。チャージイン

レットリッド Assy は、チャージリッドサブ Assy の補給設定はありますがベース部の単品補給設定は

ありません。 

なお、電動パワートレインシステムは取扱いを誤ると感電、漏電などの原因に繋がるため、作業時はカ

ーメーカ発行のサービスマニュアルを確認して下さい。 

 チャージリッドサブＡｓｓｙ閉状態   チャージリッドサブＡｓｓｙ開状態  

 チャージリッド 

サブＡｓｓｙ 

 補給部品 
設定無し 

 アダプタシール 

 チャージインレットリッドＡｓｓｙ 

 チャージインレットカバーＡｓｓｙ 

 チャージインレットケーブルＣＯＭＰ 

 充電インレット構成部品(抜粋) 

（１１）クーリングシステム 

クーリングシステムは、前面にバッテリパックセット用のラジエタ COMP および PCUAssy 用のラジエ

タ COMP、後面にコンデンサ Assy のレイアウトになっています。 

ラジエタ COMP 

コンデンサＡｓｓｙ 

 ラジエタＣＯＭＰ(バッテリパックセット用) 

 チャージインレット 

カバーＡｓｓｙ 

 チャージインレット 

ケーブルＣＯＭＰ 

 補給部品設定無し 

 ラジエタＣＯＭＰ(PCUAssy 用) 
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3．リヤ構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）リヤーバンパ 

リヤーバンパは、リヤーバンパフェイス Assy、リヤーバンパロアーフェイスで構成されています。 

フロントと同様にパーキングセンサ Assy は、マルチビューカメラシステムの装備の有無でセンサの

取付数が異なります。 

（２）レーダサブＡｓｓｙ 

斜め後方の他の車両を検知するレーダサブ Assy は、ボディ側に取付けられています。レーダサブ Assy

の注意事項としてカーメーカのサービスマニュアルに 

「システムを正しく作動させるためにレーダサブ Assy 

周辺のリヤーバンパフェイス Assy に修理を行わないこ 

と」と記載があります。詳しくはカーメーカ発行の 

サービスマニュアルを確認して下さい。 

（１２）フロント下回り 

フロントサブフレームは H 型で、後部は X 型のフロントサブフレームスチフナが取付けられたトラス構

造となっています。 

パーキングセンサ Assy 位置 
〇：全車標準装備 □：マルチビューカメラシステム装備車 

フロントサブフレーム 

 レーダサブＡｓｓｙ  

フロントサブフレームスチフナ 
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（３）リヤーバンパビームＣＯＭＰ 

リヤーバンパビーム COMP は鋼板製で、開断面構造のビーム部と大型のクラッシュボックス部が各々

溶接で締結されています。ビーム部は開断面構造のため強度が低く、衝突入力を受けた際に変形しや

すいですが、クラッシュボックス部は長さが 210 ㎜ありモータとのクリアランスが充分確保されてい

るため、6 時方向から低速で衝突入力を受けてもモータの損傷は発生しにくいと考えられます。 

LH 

Rr 

クラッシュボックス部 

ビーム部 

Up 

LH 

裏面 

：6 時方向から低速で衝突入力を受けた時の 
リヤーバンパビームＣＯＭＰの状態 

クラッシュボックス部は引張り強さ(980MPa)の強度がある鋼板を使用し、上下面にはビードがありま

すが側面にはビードが設けられていません。そのため、低速で衝突入力を受けた場合はクラッシュボ

ックス部が潰れず、取付面を介してリヤーバンパビームブラケットへ損傷が波及する可能性もありま

す。詳しくは、後章の後部損傷診断をご確認ください。 

LH 

Fr 

リヤーバンパビームブラケット 

Fr 

Up 
ビード部 

ビード部 
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（４）リヤーパネルＣＯＭＰ 

リヤーパネル COMP は、リヤーバンパビーム COMP 端部より前方に位置しているため、6 時方向か

ら低速で衝突入力を受けてもリヤーパネルＣＯＭＰの損傷は発生しにくいと考えられます。またアウ

タ側のリヤーパネル COMP とインナ側のリヤーパネルスチフナ COMP は各々補給部品が設定され、

アウタ側のみを取替えることもでき修理性が良好です。 

リヤーパネルＣＯＭＰ 

（５）リヤーフレーム 

リヤーフレームはアウタ側とインナ側で構成され、アウタ側はリヤーホイールハウス COMP と一体形

状です。インナ側は、引張り強さ 980MPa(前部)と 1500MPa(後部)の差厚鋼板を使用しています。 

リヤーフレーム(アウタ側) 

リヤーフレームＣＯＭＰ(インナ側) Up 

Rr 

リヤーパネルＣＯＭＰ端部 

リヤーバンパビームＣＯＭＰ端部 

リヤーパネルスチフナＣＯＭＰ 

板厚：1.8 ㎜(後部) 

板厚：1.4 ㎜(前部) 

----：リヤーホイールハウス COMP 
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4．おわりに 

バンパビーム COMP は、フロント、リヤともに低速で衝突入力を受けても後方(前方)の部品を損傷さ

せにくい構造と考えられます。フロントサイドフレーム、リヤーフレームは引張り強さ 980MPa 以上

の超高張力鋼板で強度があるため、フレーム全体でエネルギ吸収をおこない、直接力が加わったところ

から離れた場所へ損傷がおよぶ可能性があります。損傷確認をする際は接合部や周辺に注意をして下

さい。損傷車両の復元修理作業を行う場合は、最新のサービスマニュアル、ボディ修理書の記載内容を

ご確認ください。 

【参考資料】Honda e(ZC7) サービスマニュアル、ボディ修理書、パーツカタログ 

（６）下回り 

RR(リヤモータリヤドライブ)で、リヤサスペンションは 3 リンクのマクファーソン式です。IPU(イン

テリジェントパワーユニット)はアンダカバーで保護されているため直接損傷しにくいと考えられま

す。なお、IPU 点検の一つに「IPU ケース底面の塗料損傷程度の場合は、防錆剤（スリーラスター 

6154B 相当）を塗布する。」と記載されています。詳しくはカーメーカ発行のサービスマニュアルを確

認して下さい。 

Rr 

RH 

Rr 

RH 

アンダカバー類取付状態 アンダカバー類取外し状態 

ＩＰＵ（インテリジェント 
パワーユニット) 
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ホンダ Honda e（ZC7) 

前部衝突の損傷診断 
 

1．はじめに 

一般的な追突加害事故を想定した衝突実験により、12 時方向からの入力を受けた Honda e(ZC7)の前部

損傷診断事例を紹介します。 

  

2．損傷診断(艤装品取付状態) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

技術情報 

白枠が今回の着力部位です。最高着力部位はボンネット COMP 先端部で高さ 840 ㎜、最低着力部位

はフロントバンパフェイス Assy で高さ 480 ㎜です。 

最低着力点：480 ㎜ 

最高着力点：840 ㎜ 

左右ともにヘッドライト Assy が後退し、右側はフロントグリル Assy とフロントフェンダパネル

COMP に隙間がありました。左側はフロントグリル Assy がフロントフェンダパネル COMP に入り

込んでいます。 

隙間がある 

入り込んでいる 
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フロントフェンダパネル COMP とフロントドアーパネル COMP に若干の段差が生じていました。フ

ロントバンパフェイス Assy が押込まれた際にフロントフェンダパネル COMP との勘合が外れなかっ

たため、衝突エネルギがフロントフェンダパネル COMP 後部まで伝わったと推察されます。 

フロントドアーパネルＣＯＭＰに対して 

フロントフェンダパネル COMPが高くなっている 

フロントドアーパネルＣＯＭＰに対して 

フロントフェンダパネル COMP が高くなっている 

ボンネット COMP の後退に伴い、フロントドアーパネル COMP に接触痕がありました。 

接触痕がある 

着力部位のボンネット COMP 表側にはひずみが生じ、裏面のストライカ付近には折れが生じていま

した。 

ひずみがある 

折れがある 



 自研センターニュース 2022 年 6 月号 15 

 

 

3．損傷診断(艤装品取外し状態) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

左右ともにヘッドライト Assy 取付部が折損していました。バンパビームセンササブコードがフロン

トバンパビーム COMP に挟まれていました。 

：損傷部位 
バンパビームセンサ
サブコード 

：損傷部位 

白枠が今回の着力部位です。フロントバンパビーム COMP より下部には損傷がありません。 

左右ともに、フロントバンパフェイス Assy の後退に伴いフロントバンパコーナアッパビームを介し

てフロントバルクヘッドサイドステーセットに潰れ、折れがありました。また、フロントバルクヘッ

ドサイドステーセットに取付けられているブラケットセットにも曲りがありました。 

フロントバンパコーナアッパビーム 〇：損傷部位 ：損傷部位 

フロントバルクヘッド

サイドステーセット 

ブラケットセット 
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フロントバルクヘッドアッパフレームセットはボンネット COMP の後退によりボンネットロック

Assy を介して 8 ㎜後退しています。左右フロントバルクヘッドサイドステーセット取付部の寸法移動

はありません。 

フロントバルクヘッドアッパ

フレームセット 8 ㎜後退 

レーダサブ Assy に接触痕がありました。 

接触痕がある 

フロントバルクヘッドサイド
ステーセット取付部 
寸法移動無し 

フロントバンパビーム COMP(クラッシュボックス部)に潰れと膨らみがありました。 

〇：損傷部位 〇：損傷部位 
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4．損傷診断(修理計画概要) 

 

 

 

 

 

 

 

5．おわりに 

 

 

 

フロントバンパビーム COMP 取付部は、左右ともに 3 ㎜後退していました。フロントサイドフレーム

セットの寸法移動はありません。 

３㎜後退 
３㎜後退 

艤装品が取付けられた状態では、目視での損傷確認は困難です。マクロ的(全体的)観察からミクロ的

(部分的)観察を行い、車両構造や損傷特性を十分に理解して損傷診断する必要があります。 

フロントバルクヘッドアッパフレームセットは後退していましたが、隣接するフロントバルクヘッド

サイドステーセット取付部では寸法移動が収束していました。フロントバンパビーム COMP(クラッ

シュボックス部)に潰れと膨らみがあり、取付部に若干の後退が見られましたがフロントサイドフレー

ムセットに寸法移動はありませんでした。このことから簡易固定で基本修正を行い、場合によっては

フロントサイドフレームセット開口部の形状修正を行う計画です。 

フロントバンパビーム COMP を取外すとフロントバンパビームエクステンションブラケットに曲り

がありました。 

：損傷部位 ：損傷部位 
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ホンダ Honda e（ZC7) 

後部衝突の損傷診断 
 

1．はじめに 

一般的な追突被害事故を想定した衝突実験により、6 時方向からの入力を受けた Honda e(ZC7)の後部

損傷診断事例を紹介します。 

  

2．損傷診断(艤装品取付状態) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

技術情報 

白枠が今回の着力部位です。最高着力部位はテールゲート COMP 下端で高さ 715 ㎜、最低着力部位

はリヤーバンパフェイス Assy で高さ 445 ㎜です。 

最高着力点：715 ㎜ 

最低着力点：445 ㎜ 

テールゲート COMP が押し込まれリヤーアウトサイドパネルセットとの段差がありました。 

リヤーアウトサイドパネルセットとリヤードアーパネル COMP との隙間の変化はありませんでした。 

段差がある 段差がある 
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3．損傷診断(艤装品取外し状態) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着力部位のテールゲートロアーガーニッシュ Assy には傷があり、テールゲート COMP 裏面には潰れ

がありました。 

傷がある 

リヤーエアーアウトレット Assy にガタがあり、取外すとリヤーパネル COMP 側にひずみがありまし

た。テールゲート COMP 開口部の寸法移動はありません。 

：損傷部位 

リヤーエアーアウトレット Assy 

白枠が今回の着力部位です。リヤーピラーロアーガターCOMP より上部は損傷がありません。 

Up 

RH 

潰れがある 
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4．損傷診断(修理計画概要) 

 

 

 

 

5．おわりに 

 

 

 

リヤーバンパビーム COMP を取外すと、リヤーパネルスチフナ COMP 裏面に取付けられているリヤ

ーバンパビームブラケットに曲りがありました。 

前部衝突の損傷診断同様に、艤装品が取付けられた状態では目視での損傷確認は困難です。マクロ的

(全体的)観察からミクロ的(部分的)観察を行い、車両構造や損傷特性を十分に理解して損傷診断する必

要があります。 

リヤーパネル COMP に軽微な損傷がありましたが、テールゲート COMP 開口部に寸法移動はありま

せんでした。リヤーバンパビーム COMP 取付部に損傷が見られましたがリヤーフレーム COMP に寸

法移動はありませんでした。このことから修正機を使用せず復元修理を行う計画です。 

：損傷部位 ：損傷部位 

リヤーバンパビーム COMP 取付部は、左右ともに 3 ㎜侵入していました。リヤーフレーム COMP の

寸法移動はありません。 

３㎜侵入 
３㎜侵入 
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 ホンダ Honda e(ZC7) 

後部損傷の復元修理事例 
1．はじめに 

損傷診断編で触れていたリヤーパネルスチフナ COMP 損傷の修理事例を紹介します。 

 

2．修理概要 

損傷がリヤーパネルスチフナ COMP に限られるため、車両を修正機で固定して引く作業ではなく、駐

車ブレーキと輪留めによる簡易な固定と引き具を用いてリヤーパネルスチフナ COMP(a)を修理しま

した。この中からリヤーパネルスチフナ COMP(a)の左側を修理した事例をご紹介します。 

 

3．リヤーパネルスチフナ COMP 修理作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① リヤーパネルスチフナ COMP(a)の左側

は、リヤーバンパビーム COMP を取外し

た赤丸箇所に損傷があります。 

６時方向への引き作業 

② 駐車ブレーキに輪留めを併用して車両を動か

ないよう固定、引き作業による下方への車両

の沈み込みを防止するため、ジャッキアップ

ポイントにパンタジャッキをセット、損傷個

所のリヤーバンパビーム COMP 左側取付け

ボルト穴に簡易引き具を取付けて、6時方向

へ引きました。 

輪留め 
パンタジャッキ 

a 

修理情報 
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a 

⑤ 板金でリヤーパネルスチフナ COMP 左側

を、概ね修正することができました。 

③ 6時方向へ引いてテンションを掛けた状態

で、リヤーパネルスチフナ COMP(a)と左

リヤーバンパビームブラケット(左リヤー

フレーム COMP のフランジに当たる部分)

との間の線状に曲がって凸になっている箇

所に真鍮棒を当て、ハンマで均しました。 

④ 引き具を取外し、リヤーパネルスチフナ

COMP とリヤーフレーム COMP フランジ

周辺を細かくたたいて均しました。 

⑥ 最後に左リヤーバンパビームブラケット

(左リヤーフレーム COMP のフランジに当

たる部分)をスライディングハンマで引出

しました。 
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4．おわりに 

今回の損傷は軽度であったため、車両を修正機で固定して引く作業ではなく、駐車ブレーキと輪留めに

よる簡易な固定と引き具を用いてリヤーパネル COMP、リヤーパネルスチフナ COMP が修理できた

事例を紹介させて頂きました。 

実際の修理にあたっては、カーメーカ発行の修理書などの内容をご理解の上、作業を行ってください。 

 

 

  

⑦ 修正作業が完了したリヤーパネルスチフナCOMP 左側。 

 以上の作業工程を右側部分でも同様に行いました。 

修正前 修正後 

⑧ 板金修正した左右部分を板金パテで仕上げ、作業を完了しました。 
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 トヨタ ハイエース(KDH201V) 

前部損傷の復元修理事例 
1．はじめに 

今回は、フロントバンパ右側に 12時方向から入力を受けた前部損傷時の外板、内板骨格パネルの修理

事例を紹介します。 

 

2．損傷状況 

外装部品は、目視で右ヘッドランプユニット、ラジエータグリル、フードサブ Assy、右フェンダサブ

Assy フロント、右フロントドアパネルサブ Assy が損傷しているのが確認できます。左フロントドアパ

ネルサブ Assy は損傷していません。 

内板骨格の損傷状況は、ラジエータサポート、ダッシュパネルクロスメンバリインホースメント、右フ

ロントサイドメンバサブ Assy 前部、ダッシュパネルが損傷しているのが確認できます。 

また寸法計測により、左右フロントボデーピラーアウタ、左フロントサイドメンバサブ Assy、左右フ

ロントクロスメンバエクステンションリヤが移動していました。 

またメカニカル部品は、コンデンサ Assy、ラジエータ Assy、インタクーラ Assy、ブレーキブースタ

Assy、エアクリーナ Assy、左右エンジンマウンティングインシュレータフロント、クーラリフリザラ

ントパイプが損傷しています。 

 

(1) 外装部品                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① フロントバンパカバー(a)、右ヘッドランプユニット Assy(b)、フードサブ Assy(d)、右フェンダサ

ブ Assy フロント(e)が損傷（赤丸部）しています。 

左ヘッドランプユニット Assy(c)は損傷していません。 

a 

b 

d 
e 

c 

修理情報 
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(2) 内板骨格パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ フードサブ Assy(d)は損傷していますが、

左フェンダサブ Assy フロント(g)、左フロ

ントドアパネルサブ Assy(h)は損傷してい

ません。 

② 右フェンダサブ Assy フロント(e)が右フロ

ントドアパネルサブ Assy(f)前端部と接触

して損傷（赤丸部）しています。 

また右フロントピラーが後退して、右フロ

ントドアパネルサブ Assy の前後のチリ(隙

間)が狭くなっています。 

ラジエータサポートサブ Assy(i)、右フロントサイドメンバリインホースメントサブ Assy(j)、右フ

ロントサイドメンバエクステンションリインホースメント、右フロントサイドメンバプレートフロ

ント、エアクリーナマウンティングブラケット、右フロントサイドメンバプレート No.1 および右フ

ロントサイドメンバ(k)、右フロントクロスメンバエクステンションフロント(l)、ブレーキブース

タ Assy 裏面のダッシュパネルサブ Assy およびダッシュパネル No.2(m)が損傷(赤丸部)しています。 

e g f h 

m 

d 

j 

i 

ｌ k 

ブレーキブースタ Assy 
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(3)メカニカル部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右フロントピラー(o)が押されて左に振れ、フロントクロスメンバ(p)、右フロントサイドメンバ(q)、

左フロントサイドメンバ(r)は左へ振れています。 

q 

3mm 

p 

4mm 

2mm 

3mm 

5mm 5mm 

5mm 
r 

4mm 

2mm 

3mm 

12mm 

4mm 

フロントバンパリインホースメントやフードサブ Assy との接触で、コンデンサ Assy、ラジエータ

Assy、インタクーラ Assy、ブレーキブースタ Assy、エアクリーナ Assy が損傷しましたが、衝突で

エンジン＆トランスミッションが移動したことにより、左右エンジンマウンティングインシュレー

タフロント(s)も損傷(赤丸部)していました。なお、エンジンマウンティングインシュレータ Assy リ

ヤ(t)は損傷していませんでした。 

6mm 

4mm 

o 

9mm 

3mm 

6mm 

12mm 

o 

s 

s 

t 
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3．修理概要 

右フロントサイドメンバ(q)、左フロントサイドメンバ(r)、右フロントピラー(o)の寸法修正を行った

後、著しく損傷していたラジエータサポートサブ Assy(i)、右フロントサイドメンバリインホースメン

トサブ Assy(j)、右フロントサイドメンバ前部(k)、右フロントクロスメンバエクステンションフロン

ト(l)を取外す作業を行いました。 

 

4．修理作業 

(1)基本修正作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(a) ボデーフレーム修正機への車両取付け 

【ここがポイント 1】 

この車両はロッカパネル部で乗用車のような固定ができないため、コーレック(床式・フロアタイ

プ)にカロライナ修正機のプルサポートキットを使用してサスペンションメンバとリーフスプリン

グ取付部分に 4点固定しました。 

(b) ボデー寸法復元作業 

① 引き作業 1回目 

右フロントサイドメンバ(k)を引出して基準

寸法位置へ修正するため、牽引フック穴に引

き具を取付け、12時方向へ引き作業を行いま

した。 

k 

12 時方向への引き作業 

リーフスプリング取付部に固定 サスペンションメンバ取付部に固定 

カロライナ修正機プルサポートキット 

Fr 
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② 引き作業 2回目 

右フロントサイドメンバリインホースメン

トサブ Assy(j)を効率よく引出すため、潰れ

た先端部のフランジ2か所にクランプを取付

けて、12時方向へ引きながら右フロントサイ

ドメンバリインホースメントサブ Assy(j)後

端部を、基準寸法位置へ修正する作業を行い

ました。 

12 時方向への引き作業 

j 

③ ここまでの引き作業で、右フロントサイドメンバ(k)、右フロントサイドメンバリインホースメン

トサブ Assy(j)の縮み寸法が修正され、狭まっていた右フロントドアパネルサブ Assy(f)の寸法も

概ね修正されました。 

f 

f 

修正前 修正後 

④ 引き作業 3回目 

寸法計測より右フロントサイドメンバリイ

ンホースメントサブ Assy(j)が左へ振れてい

るため、先端部にクランプを取付け、3 時方

向へ引きながら右フロントサイドメンバリ

インホースメントサブ Assy(j)を、基準寸法

位置へ修正する作業を行いました。 

3 時方向への引き作業 

j 
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【ここがポイント 2】 

 キャブオーバ車両では、前面衝突でフロントピラーが後退してフロントドアの隙間が狭くなる場合 

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ボデー骨格部品の取外し作業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 右フロントクロスメンバエクステンションフロント(l)を取外した後に、右フロントサイドメンバ

エクステンションリインホースメント、エアクリーナマウンティングブラケット、右フロントサイド

メンバプレート No.1 とともに右フロントサイドメンバプレートフロントおよび右フロントサイドメ

ンバ(k)を粗切りして取外し、車両に残った右フロントサイドメンバプレートフロントは溶接点を切削

して取外しました。 

o 

l 
k 

⑤ 引き作業 4回目 

右フロントピラー(o)が基準寸法より後退しているため、フランジ部分にクランプを取付け、12 時

方向へ引き右フロントピラー(o)を、空打ちしながら基準寸法位置へ修正する作業を行いました。 

 

12 時方向への引き作業 

右フロントサイドメンバ 
プレートフロント 
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(3)形状修正作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)溶接部品の取付作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 損傷した右フロントサイドメンバリインホースメントサブ Assy(j)の前端部を粗切りして取外し、

車両に残った部分は溶接点を切削して取外しました。 

 

j 

① 右フロントサイドメンバ(k)、右フロントサイドメンバリインホースメントサブ Assy(j)を仮組し

て、フロントバンパリインホースメントとの関連部品との建付けを確認しました。 

① 右フロントサイドメンバ(k) 半裁位置の形状を、ハンマとスプーン、ドリーを用いて修正しまし

た。 

k 

j 

フロントバンパリインホースメント 
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(5) ダッシュパネルサブ Assy およびダッシュパネル No.2(m)作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

l 

i 

k 

② ラジエータサポートサブ Assy(i)、右フロントサイドメンバリインホースメントサブ Assy(j)、右

フロントサイドメンバ(k)、右フロントクロスメンバエクステンションフロント(l)を取付けて溶接作

業を完了しました。 

フードサブ Assy の損傷でブレーキブースタ Assy が後退し、ダッシュパネルサブ Assy およびダッシ

ュパネル No.2(m)が損傷していたので修理作業を行いました。 

j 

① 塗膜、シーラを剥離します。 ② スポット溶接7点を外します。 

 (箇所は④画像参照) 

③ タガネ等でパネルを外します。 

m 
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④ ダッシュパネル No.2(m)に

は、全周に黒いシーラが施さ

れています。（赤点は溶接点） 

⑤ 旧部品の溶接点に合わせて、

ドリルでプラグ溶接用の穴を

開けます。 

⑥ 車両側に残ったシーラを除去

します。 

⑦ ダッシュパネル No.2(m)の形状に合わせ、ダッシュパネルサブ Assy をハンマとドリーで形状修正し

ます。 

⑧ 防錆剤を塗布します。 ⑨ 取付部品の塗膜を剥離しま

す。 

⑩ 車両側のダッシュパネルサブ

Assy を脱脂します。 

⑪ 車両と部品側の溶接個所を避け、シーラを塗布します。 ⑫ 7か所をプラグ溶接します。 
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自研センターでは新型車について「構造調査シリーズ」を

発刊しておりますが、今月は右記新刊をご案内いたします

ので、是非ご利用ください。 

販売価格：国産車 定価 1,174 円（送料別途） 

     輸入車 定価 2,263 円（送料別途） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．おわりに 

今回の商用車両は、ロッカパネル部で乗用車のような固定方法ができないため、カロライナ修正機のプ

ルサポートキットを使用して車両を固定し修正する作業を行いました。 

また、乗用車の前面衝突ではあまり発生しないフロントピラーやダッシュパネルに損傷が発生したた

め、フロントピラーを引く作業やダッシュパネルの板金作業をご紹介できました。 

実際の修理にあたっては、カーメーカ発行の修理書などの内容をご理解の上、作業をおこなってくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 車名 型式 

J-907 スズキ アルト HA37S､HA97S 系 

J-908 トヨタ ヴォクシー 
MZRA90W､MZRA95W､ 
ZWR90W､ZWR95W 系 

J-909 ＶＷ ゴルフ(eTSI Style) CDDFY 

J-910 ニッサン アリア Ｂ６ ２ＷＤ FE0 系 

⑬ 溶接によって焦げた塗膜を研磨して、防錆剤、シーラを塗布して作業を完了しました。 

お申込みは、当社ホームページからお願いします。 

https://jikencenter.co.jp/ 

お問合せなどにつきましては 

自研センター総務企画部までお願いします。 

TＥＬ 047-328-9111 ＦＡＸ 047-327-6737 

「構造調査シリーズ」新刊のご案内 
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 トヨタ ハイエース(KDH201V) 

後部損傷の復元修理事例 
1. はじめに 

今回は、リヤバンパ左側に 6 時方向から入力を受けた後部損傷時の外板、内板骨格パネルの修理事例

を紹介します。 

 

2. 損傷状況 

外装部品は、目視でバックドアパネルサブ Assy、左テールランプ(リヤコンビネーションランプ)レン

ズ、リヤフロアクロスメンバサブ Assy アウタ、リヤフロアクロスメンバサブ Assy インナ、左クォー

タパネル、左クォータパネルインナ、左フロアサイドレールリヤ、リヤフロアパンが損傷しているのが

確認できます。左スライドドアは損傷していません。 

寸法計測により、左バックドアオープニングサイドフレームサブ Assy 上部、左クォータパネルインナ

上部、左リヤサイドメンバサブ Assy が移動していました。 

 

(1) 外板パネル                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① リヤバンパカバー(a)、バックドアパネルサブ Assy(b)、左テールランプ(リヤコンビネーションラ

ンプ)レンズ(c)が損傷（赤丸部）しています。右テールランプ(リヤコンビネーションランプ)レン

ズ(d)は損傷していません。 

a 

b 

c d 

修理情報 
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(2) 内板骨格パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 左クォータパネル(e)が損傷（赤丸部）して

います。左スライドドア(f)は損傷していま

せん。 

① リヤフロアクロスメンバサブ Assy アウタ(i)、左バックドアオープニングサイドフレームサブ

Assy(j)、リヤフロアパンサブ Assy(k)、左クォータパネルインナ(l)、左フロアサイドレールリヤ

(m)、リヤフロアクロスメンバサブ Assy インナ(n)が赤枠部、赤丸部で損傷しています。 

g 

i 

h 

j 

e 

③ 右クォータパネル(g)、右スライドドア(h)

は損傷していません。 

f 

k 

l 

m 

n 

前 

左 
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3. 修理概要 

左バックドアオープニングサイドフレームサブ Assy(j)上部、左フロアサイドレールリヤ(m)、左ク

ォータパネルインナ(l)、左リヤサイドメンバサブ Assy(o)の寸法修正を行った後、著しく損傷してい

たリヤフロアクロスメンバサブ Assy アウタ(i)、リヤフロアクロスメンバサブ Assy インナ(n)、左ク

ォータパネル(e)、左バックドアオープニングサイドフレームサブ Assy(j)下部、左バックドアオープ

ニングサイドフレームサブ Assy と左クォータパネルインナ(l)の間に取付けられている左バックドア

オープニングリインホースメントロワー(r)を取外す作業を行いました。 

 

 

 

 

 

 

② 左バックドアオープニングサイドフレームサブ Assy(j)下部側は前および下方向へ、上部側は下

方向へ、左フロアサイドレールリヤ(m)は下および左方向へ、左クォータパネルインナ(l)は下方

向へ、左リヤサイドメンバサブ Assy(o)が上方向へ振れています。 

  右バックドアオープニングサイドフレームサブ Assy(p)や右リヤサイドメンバサブ Assy(q)に

は、寸法移動は見られませんでした。 

左 4mm 

下 3mm 

下 3mm 

下 3mm 

下 3mm 

下 4mm 

下 4mm 

下 4mm 

下 3mm 
前 14mm 

上 3mm 

上 4mm 

上 3mm 

上 4mm 

j 

m 

l 

o 

p 

q 
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4. 修理作業 

(1)基本修正作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) ボデー寸法復元作業 

① 引き作業 1回目 

後部全体に寸法の縮み、リヤフロアパン、左

リヤサイドメンバ部が上に移動していたの

で、リヤフロアクロスメンバサブ Assy アウタ

(i)を粗切りして、左バックドアオープニング

サイドフレームサブ Assy(j)、リヤフロアク

ロスメンバサブ Assy インナ(n)にクランプを

取付け、6時方向へ引き作業を行いました。 

6 時方向への引き作業 

(a) ボデーフレーム修正機への車両取付け 

【ここがポイント１】 

この車両はロッカパネル部で乗用車のような固定ができないため、フロント作業と同様にコーレッ

ク(床式・フロアタイプ)にカロライナ修正機のプルサポートキットを使用してサスペンションメン

バとリーフスプリング取付部分に 4点固定しました。 

リーフスプリング取付部に固定 サスペンションメンバ取付部に固定 

カロライナ修正機プルサポートキット 

j 

n 
i 

※写真は引き作業前の状態 

チェーンにテンションはかかっていません 
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② 引き作業 2回目 

リヤフロアパン(k)や開口部の縮みを修正するため、引く位置を開口部に変えてコンベックスルール

で計測しながら、1回目と同様に 6時方向へ引き修正を行いました。 

④ 引く位置を変えながら 3回の引き作業によ

り開口部の寸法が修正され、リヤフロアパ

ン(k)の損傷も概ね修正されました。 

6 時方向への引き作業 

③ 引き作業 3回目 

左バックドアオープニングサイドフレームサ

ブ Assy(j)、左クォータパネルインナ(l)、左フ

ロアサイドレールリヤ(m)の縮みを修正するた

め、引き位置を左バックドアオープニングサイ

ドフレームサブ Assy(j)下部の開口部に変え、

1、2回目と同様に、6時方向へ引き修正を行い

ました。 

リヤフロアパン粗出し修正作業 

k 

j 

m 

l 
k 
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(2)ボデー骨格部品の取外し作業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 左クォータパネル(e)の溶接を切削した後、粗切りして取外しました。 

 

e 

【ここがポイント２】 

③ 左バックドアオープニングサイドフレー

ムサブ Assy(j)、左バックドアオープニン

グリインホースメントロワー(r)の取外し

で、ルーフパネルが下がらないように予め

左クォータパネルインナ(l)上部をポート

パワーとアストロクランプで支えました。 

 

② 左クォータパネル(e)と左クォータパネルイン

ナ(l)、左フロアサイドレールリヤ(m)の間に取

付けられ、外側から見えない左バックドアオー

プニングリインホースメントロワー(r)は、下

部部分が著しく潰れ損傷していました。 

 

r 

m 

l 

ポートパワー 

アストロクランプ 

【ここがポイント３】 

取外す部品が多い場合、粗切りを併用すると溶接の切削が少なく効率よく取外すことができます。 

④ 左バックドアオープニングサイドフレームサブ Assy(j)、左バックドアオープニングリインホース

メントロワー(r) リヤフロアクロスメンバサブ Assy アウタ(i)、リヤフロアクロスメンバサブ Assy

インナ(n)を粗切りして溶接を切削し取外しました。 

 

j 

r i n 

r 
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(3)形状修正作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)溶接部品の取付作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リヤフロアパン(k) に残った損傷を、ハンマとドリー、を使用して板金修正しました。 

k 

① リヤフロアクロスメンバサブ Assy インナ(n)、左バックドアオープニングリインホースメントロワ

ー(r)、リヤフロアクロスメンバサブ Assy アウタ(i)、左バックドアオープニングサイドフレームサ

ブ Assy(j)、左クォータパネル(e)を仮組し、左スライドドア(f)、左テールランプ(リヤコンビネー

ションランプ)レンズ(c)、リヤバンパカバー(a)を取付け関連部品との建付けを確認しました。 

f 

c 

e 

j 

i 

a 

③ 今回の修理では、中央部分と左側のリヤサイド

メンバエクステンション部分を取外した(赤網

掛け)部品を用いました。 

 

② 補給部品のリヤフロアクロスメンバサブ

Assy インナ(n)は、大きく３部品で構成され

た部品を一体部品として補給しています。 
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5. おわりに 

今回の商用車両は、ロッカパネル部で乗用車のような固定方法ができないため、カロライナ修正機のプ

ルサポートキットを使用して車両を固定し修正する作業を行いました。 

また、骨格、外装パネルを取外す作業では、ルーフパネルが下がらないように支え、粗切りを併用する

ことで、溶接の切削が少ない、効率のよい取外し・取付けができることをご紹介させて頂きました。 

実際の修理にあたっては、カーメーカ発行の修理書などの内容をご理解の上、作業をおこなってくださ

い。 

 

 

  

⑤ 左クォータパネル(e)の半裁部分をパテで仕上げ、溶接箇所に防錆剤を塗布して作業を完了しまし

た。 

 

④ リヤフロアクロスメンバサブ Assy インナ(n)、左バックドアオープニングリインホースメントロワ

ー(r) リヤフロアクロスメンバサブ Assy アウタ(i)、左バックドアオープニングサイドフレームサ

ブ Assy(j)、左クォータパネル(e)を取付けました。 

 

e 
j 

i 

n 
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車両地上高・四面図 
 
 
 

 

マツダ アテンザ ワゴン(GJEFW、GJ5FW、GJ2FW、GJ2AW 系） 

 

マツダ株式会社から 2018 年 6 月に発売された「アテンザ ワゴン」各部の地上高（単位 mm）です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記数値は、自研センターでの地上からの実測測定参考値（25S L Package）です。 

＊は、マフラ後端部を指します。  

                   

四面図（XD L Package） 
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ダイハツ ミラ トコット(LA550S、LA560S 系） 

 

ダイハツ工業株式会社から 2018 年 6 月に発売された「ミラ トコット」各部の地上高（単位 mm）です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記数値は、自研センターでの地上からの実測測定参考値（Ｌ 2ＷＤ）です。 

＊は、マフラ後端部を指します。  

 

四面図 

 

 

 

項目  

全長 3395 

全幅 1475 

全高 

２ＷＤ 1530 

４ＷＤ 1540 

軸距 2455 
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